
(調査・活動報告)

高知 工科 大学 と地域 教育 の連携:2012

検証 と総括

長wp1政 浩

(受領 日:2013年5月7日)

高知工科大学共通教育教室 ・地域 教育支援 セ ンター

〒782-8502高 知県香美市土佐 山 田町宮 ノロ185

*E -mail:nagasaki.masahiro@kochi-tech.ac.jp

要約:本 年度実施 した、地域の初等中等教育との連携教育の取組を報告 し、その検証 と総括を行 う。大学と

学校 との協働の取 り組みにも改善が見られ、大学と地域教育との連携の新しい方向性 も見え始 めた。今後は、

本年度策定した中長期的ビジ ョンの実現のため、全学的な取 り組みを展開 していく必要がある。

1.は じ め に

本稿 では 、2012年 度 の地域 教育支援セ ンターの

活 動報告及 びその検証 と総括 を行 う。

2.地 域 教 育 支 援 セ ン ター の ビジ ョン

本学は、高知県教育委員会 と 「高知工科大学と高

知県教育委員会 との連携教育 に関す る覚え書 き」

(平成16年1L月)に 基づき県内の教育機関と連

携 ・協働による次のよ うな教育活動を進めている1):

1児 童生徒の学習指導に関する事項

2教 育研究に関する事項

3教 員研修に関する事項

4学 校教育上の諸課題への対応に関する事項

5そ の他両者が必要と認める事項

具体的な内容については、後述するが、図にある

各領域において、それぞれの活動を進めている。従

来は、児童 ・生徒対象の訪問教育のような単発のも

のが中心であったが、ここ数年は、大学 と学校の役

割分担が明確化 し、双方の強みをいか した、継続性、

連続 性のある連携教育の形が生まれつつある2)。

2012年 度、学内に各学部 ・学群代表で組織 され

た地域教育支援センターが設置され、これまでの本

学の取組みの検証と総括 を行い、今後10年 間を見

据 えた地域教育支援 ビジョンの策定を行った。

背景には、深刻な理科離れ と子 どもたちの学びか
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図1.地 域教育支援活動の各領域

らの逃走、高知県の子 どもたち学力問題、地域振興

のエンジンとして求められる生涯学習 ・社会人教育

の充実の必要性などがある。また、地域教育支援活

動の今後の役割 として、知の拠点として教育 ・研究

の成果を地域に還元すること、学生募集 との棲み分

けを図ること、地域教育支援活動からのフィー ドバ

ックを大学の教育 ・研究改善に活用することの必要

性なども議論された。
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その うえで、今後 の地域教 育支援セ ンターの ミッ

シ ョンを定 めた。

地域教育支援センターのミッシ ョン

学びあふれる新 しい高知県づ くり
「高知の子 どもたちに学ぶ楽 しさを伝えたい」

(学校教育)
「県民が学び続ける風土づ くり」

(生涯学習)

今後は、この ミソションを実現するため、①小中

学生への焦点化②生涯学習機能の強化③教員 の力

量形成に向けた取組の体系化 に取 り組んでい く計

両である。

3.2012年 度 の 地 域 連 携 教 育

3.1児 童生徒 の学習指導

①Bluebird訪 問教育

Bluebird訪 問教育は、最先端 の科学技 術に触 れ る

ことで児童 ・生徒 の学習意欲 を高 め、基礎 学力の定

着 と学 力の 向上 を図 るこ とを 目的 と して実施 して

い る。本 学教員 が、県内の中学校 、高等 学校 を訪 問

し、大学 レベル の講義や演 習 を行 ってい る。 また、

教員 の指 導 力向上 のた めの校 内研修 へ の講 師派遣

も同時に行 なってい る。

本 年度 のBluebird訪 問教育の実績 は資料1に 掲載

してい る。訪 問回数 等は過 去数年 間あま り変化 はな

いが、図2の とお り、小 中学校へ の訪 問が微増 して

い ることが分か る。次年度 は、訪 問教 育についての

学内調査 を行い、さらに小 中学校 の訪 問を充実 させ

たい と考 えてい る。

高校BI
uebIrd実 施 校数:校 種別 の推移 ■ 中学校

■ 小学校

年度 講座テーマ数 教員数 訪問回数

2009 80 28 54

2010 78 26 52

2011 67 26 43

2012 78 33 42
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図2.校 種別訪問校の推移

② おもしろ科学教室

小学生を対象 とした科学教室である。従来は、小

学校や保護者会からの依頼が中心であったが、放課

後児童クラブか らの依頼や春野運動公園な どが独

自に企画す るイベ ン トへの協力要請 も出てきてい

る。初等教育の段階で、科学の面白さに触れさせる

機会を増やすことは重要であり、今後は大学独自企

画の科学教室開催の可能性も探 りたい。

日付 学校 ・団体 内容 担当教員
6/17 野li∫小学 校 自転車人力発電体験 八田耕

7/6 舟入小学校

自転車人力発電体験 八田耕

模 型風 市 に よ る発 電 と允

電
筒井康賢

ホ ンモ ノを探せ!万 華 鏡

の見えhの 不思議!?
野 中 弘 、

8/9
春野総合運動
公園

ペ ッ トボ トル ロ ケ ッ トを

作 ろ う

スペ ラボ

(平林)

s/io

旭小学校 放

課後児童クラ
ブ

ブー メ ラン を作 って飛 ば

そ う

航 空研 究

会(尾 前)

s/is

神 田小学校
放課後児帝ク
ラブ

Xジ ャイロを飛 ばそ う 尾野孝総

8/21
い の 田」11委

員会

ホ ンモ ノを探せ!万 華 鏡

の見え方 の不思議!?
野 中弘二

8/22

横 内小学校
放課後児童ク
ラブ

プ ラネ タ リウム を休験 し

よ う

スペ ラボ

(西村)

11/6 香我美小学校 エネル ギー教育 八田研

12/14
春野総合運動
公園

天体観測
スペ ラボ

(西村)

12/22 高知放送 自転車発電体験
八田研究
室

③ 大学見学

地域教 育支援 セ ンター が受 け入 れて い る大学 見

学 は小 中学生 を対象 とした もので ある(高 校 生対象

の大学見学 は、進路指導 が主な 目的であ るため、入

試広報部 が別途 受け入 れてい る)。 大学 キャ ンパ ス

や施設 を見学 し、大学の研 究の一端 を経験す ること

で 、児童生徒の興味関心 を高 めることをね らい と し

て いる。本年度 は、新た に大学 キャンパ スを使 った

オ リエ ンテー リングの プログラムも開発 し、実施 し

た。子 どもたちには、最先端の科学技術 を体験す る

だ けでな く、本 学のキ ャンパスで美 しい 自然 をも楽

しんで ほ しい もので ある。
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口付 学校 ・団体 内容 担当教員 参力[者数

6/1 片地小学校
医療用 ロボ ッ トに

触れ よ う
王針究室 8

6/21 鏡野中学校
聞き取 り学習 「地

域探検」
岡花直人 6

z/lz 青島グラン ド中学
持続可能な発展 を

目指 して
渡邊法美 23

7/31
進学 教室プラクテ

イス

医療用 ロボ ッ トに

触れ よ う
干研究室 50

s/z7
香南mil会 福祉協

議 会

医療用 ロボ ッ トに

触れ よ う
工研究室

104
ハ イ テ ク コ ンク リ

ー ト実 験 宮地 日出夫

ピーマ ン収穫 ロボ

ッ トに触れ る
岡研究室

10/12 十津小学校

白転車人力発電体
験

八田研究室

67
風洞実験 筒弁研究室

竃子顕微鏡でナ ノ

の世界をのぞいて

み よ う

新田紀子

10/12 須崎小学校
液休窒素 を使 った

実験 綿森道大 59

④ 高等学校産業教育生徒研究発表会

本学を会場 として、高等学校産業教育生徒研究発

表会(高 知県教育委員会主催)を 開催 している。こ

れは、産業教育関係学科に学ぶ高校生の 「課題研究」

等の研究成果の発表会である。県内の児童 ・生徒の

自主的な調査研究を奨励す るために、高知工科大学

長賞を設 けている。また、高校生の優れた取組を広

く普及す ることを目的として学長賞授賞研究を、本

学紀要に掲載す ることとしている。本年度は、マー

ケティングについて学びながら、地域の企業 と共同

での商品開発に挑 んだ高知県立伊野商業高等学校

の 「総合実践 ・マーケティングの力!!」(同 校メ

デ ィアク リエー ト科、宮地勝利、濱 円啓太、正岡嗣

紹、人井夕香里、濱田美歩)が 学長賞を受賞した(資

料2)。 また、本年度は、工業科指導法を履修する

学生の参加 もあ り、活発に質問をする場面が見られ

た。将来、教員を目指す学生にとっては、貴重な機

会 となるので、今後の関わ り方を検討 したい。

日付 内容 担当教員

1/13 高校生産業教育研究発表 長暗政浩

3.2教 員研修

① パ ソコン活用セ ミナー

高知県教育セ ンターの研修講座の一つ として 、本

学の施設 を利用 して実施 してい る。本年度 は、本 学

教員の指導の も と、大学院生が講 師 とな り3講 座 を

開講 した。丁寧 な指導 と手厚 いサポー トができた こ

と、さらに、講座 の内容 を 日々の実務 に役 立っ よ り

実践的な もの に絞った ことで、受講者 の満 足度 も高

か った よ うだ。指導す る学生 にとっての効 果な ども

検証 しつつ、セ ミナーの充実 を図 りたい。

日付 内容 担当教員 参加者数

8/20
プ レゼ ンテ ー シ ョン ソフ ト活

用講座

井上昌昭
29

8/22
表計算 ソフ ト活用講座(成 績 表

と学級会計報告書の作 り方)

井上昌昭
10

s/zs
表計算 ソフ ト活用講座(デ ー タ

処理 とグラフび)作り方)

井上昌昭
18

② 理科 ・数学 ・英語教員研 修

理 科、数学 の教員研修 は、外部団体か らの依頼 を

受 けて 、研究大会等 での講 演 を行 った。英語 では、

本学主催 で、県外 の優れ た授業 実践家 を招 いて、よ

りよい授 業 づ く りのた めの ワー クシ ョップ を行 っ

た。

日付 主催団体等 内癖 担当教員 参加者数

8/7

香美市IJ委 員会
・香 南市教 育委員

会

超伝導と強磁場の
世界 堀井 滋 30

121
高知県高等学校数
学教育研究大会

学牛の論理的思考

力の向Lを 目指 し

て

鈴木利辛 25

124

高知 県理科教 育研

究人会(香 美 ・香

南大会)

自然に確 かにかか

わ る力を育て る理

科教育

八 田章光 100

217
環境 ・放射線 セ ミ

ナー

放射線教育に関す
る講義

八田章光

百 田佐多ft
21

324

英 語教 員ワークシ
ヨッブ(高 知 工科

大学)

古野 ヶ早田」立三 田

川 中学校 吉 田喜美

子氏 「「英語好き

か も?」 を育てま

せ んか」

長崎政浩 40

3.3教 育研究

教科教育に関する共同研究である。

① エネル ギー科学教育研究会の活動
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地域の学校 にお けるエネル ギー環境教育,エ ネル

ギー科 学教 育の推進 と普及 に取 り組 む研 究会 で あ

る。 地域 の学校等 か らの要望 に応 じて,エ ネル ギ

ー環境教育 の教材 を提供 した り
,実 験 に必要 な ス

タ ッフを派遣 し,エ ネルギー環境 学習の授 業や実験

に協力す る活動 を行 ってい る。

② 教員研 修モデル カ リキュラム開発プ ログラム

独 立行 政法 人教員研 修セ ンター の委託期 間 は前

年度 をもって終了 したが、高知県教 育セ ンター との

共 同研究 は継続 した。高知県 の 「中学校 英語授 業改

善プ ロジェク ト」(高 知県教育セ ンター主催)の 研

修プ ログラムづ く りの3年 間 は本年度 を もって終

了 とな る。この間開発 したプ ログラムや教材 は今 後

の研 修実施 に活用 され る予定 である。

③ 英語授 業の幹プaジ ェク ト

中高の英語教員の研 究 グループ(土 佐 教育研 究会

外国語部会及び高知県高校教育研究会英語部会)と

共 同で進 めてい る授業研 究プ ロジェク トで ある。活

動 の中心 は、メー リング リス トを使 ったオ ンライ

ン ・ブ ソク ・クラブ と.月に1回 の例会で あ り、ここ

で の研 究成果 は年次 の研 究大会 な どで毎年 発表 さ

れてい る。オ ンライン ・ブ ソク ・クラブを使 った方

法 は、吉 田新一郎 『読 書が さらに楽 しくな るブ ック

クラブ』にお いて、新 しい共同研 究の手法の一つ と

して紹介 された3)。 筆者 は、他 の共同研 究 において

も、この方法 を用 いたが、メ ンバーの主体的参画 を

促 し、遠 隔地に あって も共同研 究が可能にな るな ど、

地域教育支援活動 にお ける可能性が示唆 された。

3.4連 携教 育 ・連携研 究

個別の学校 との継続的な連携 教育 ・連携 研究で あ

る。文部 科学省 や高知県教育委員 会の研 究指定に よ

るもの と、具体的なテーマを設定 して個別 の学校 と

共 同研究 を進 めてい るものが ある。本学側 か ら、講

師 として 出向 き、直接 生徒 の指導に あた るもの もあ

るが、指 導方法や授 業作 りについて共同で研 究を進

め、各校の教諭が指導 を行 うもの もある。

高校名 内 容

高知南 O英 語 プ レゼ ン テ ー ションプ ロジ ェクト

(共 同研 究)

○ マネジメント学 習 、カレッジコラボ

山口 キャリア教育、商い甲子園出場支援

安芸桜ケ丘 SKEセ ミナ ー 。大 学 研 究 室 の 一 日体 験 実

習 及 び 大 学 生 との座 談 会 。

高知小津 文 部 科 学 省 「スー パ ー ・サ イエ ンス ・ハ イ・

スクー ル 」の研 究 に対 す る支援 。

±佐塾高校 連携講座

±佐塾中学校 中大 連携 セミナ ー。学 内オ リエ ンテ ーリン

グ、ワンデイサイエ ンスセミナ ー

4.検 証 と総 括

4.1地 域教育支援 セ ンターの新 ビジ ョンの策定

本年度 は、地域教 育支援 セ ンター として、学 内セ

ンター の位置づ けを得 たこ とで、学部 ・学群 を超 え

た議論が可能 にな り、今後の 中長期的 ビジ ョンを描

くこ とが できた。次年度は高校生数学 コンクールや

高校 ・大学英語プ レゼ ンテー シ ョン大会 な どの新規

事業 の計画 も進 んでいる。この他 に も、永 国寺 キャ

ンパ スを活用 した公 開講座 の実施、日常的 に人学教

育 に触れ る こ との少 ない地域 に大学教員 が 出向 く

地域 教育 キ ャラバ ンな どの新 しいアイデ ア も出 さ

れ てお り、今後の活動の よ り一層の充実 を期待 した

い。

4.2継 続i・ 連続性 のあ る取 り組 みの充実

大学 と地域教育 の連携 には、確立 されたモデルは

存在 しない と言 われて きた。本学の取 り組み を検証

した 中で も(1)連 携 教育 の 目的や在 り方 が不明確

で あるこ と(2)継 続性、連続性の ない単発の連携 に

陥 って しまいが ちであ るこ と(3)生 徒の現状 を踏

まえた到達 点 の共 有 と指 導 の接続 が あ るこ とな ど

が課題 として挙 げ られ てきた4)。

この点 につ いては、大学 と学校の双方の協働 によ

る取 り組み が増加 して きてお り、少 しずつ改善が図

られ てきているよ うで ある。

43新 しい共同研 究手法の探究

新 しい共 同研究 の手法 を探究 し、普及 させてい く

こ とが、今後 の重要 な課題 と して明確 になった。33

で紹介 したブ ソク ・ク ラブ とは 「特定の本 をメンバ

ー が事前 に読 んできて 、面 白い と思 った ところや考

えたこ と、そ して疑問 に思 った こ とな どについて話

し合 う会」(p.13)で あ るが3)、 ブ ック ・クラブ とい

う考 え方 は、21世 紀 に生 きる 日本人 に とって不可

欠 な学び の在 り方 を提案 して くれ る ものであった。

高知 南高校 との共 同研究 で は、ErikPalmer(2011)

WellSpoken‐TeachingSpeakingtoallstudents,

Stenhouse.と い う本 を10名 近 くの英語教員 とオ ン

ライ ンで の読み会 で読 んだが、本 を読み合 うだ けで

な く、読んだ ことが実践 され、実践の振 り返 りも豊

か なものになった。通常の輪読会で は生 まれない豊

か な学び が双方 にもた らされ る、非常 に効果的 な方

法 であるこ とが示唆 され た。

4.4本 学の もつ リソースの見つめ直 し

小 中学校教育へ の焦点化や生涯学習 、社会人教育

の必要性 の高 ま りな どの状況 を考 えた時、今一度本

学 のもつ教育 ・研 究 の リソー スの見つ め直 しが必要

になるだ ろ う。ここ数年 、提供で きるプ ログラムの

:.



固定化 もあ り、また、新 しい教職員 の数 も増加 して

い る。次年度 は、地域 教育支援 のための新 しいプ ロ

グラムの策定や共 同研究の、よ り一層の充実のため

に、学内調査 を実施す る予定で ある。

5.お わ り に

ここ数年 、開学以 来の地域教 育支援 の取 り組 みの

検 証 と総括 を進 めて きた。そ こで明 らかになった課

題 は、少 しず つではあ るが解決 がな され てきてい る

よ うに思われ る。 さらに、本年度 、セ ンター化 され

た ことで、学部 ・学群 を超 えた広 く、よ り深い総括

が可能にな り、次年度 以降の中長期 的な ビジ ョンを

描 くこともで きた。今後 は、この ビジ ョンの実境に

向 けて、不断 の見直 しを続 けなが ら、全 学的な協力

体制 を構 築 してい きたい と考 えてい る。
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資料12012年 度Bluebird訪 問教育 一 覧

日付 学校 内容 担当教員 参加者数

2012/7/19 四万十町立窪川中学校 はやぶさ帰還観測に参加 して 山本 真行 95

2012/7/19 山田高等学校 プラスチ ックの識別とリサイクル 小廣 和哉 36

2012/7/19 山田高等学校 不思議な水一超臨界水一を用いる環境新技術 小廣 和哉 35

2012/7/19 山田高等学校 糖の甘さの違いがわか りますか? 松元 信也 36

2012/7/19 山田高等学校 エネルギー と地球環境 八田 章光 36

2012/9/4 高知東高等学校
危 な いWebサ イ トとは?～ 大 事 な 情 報 が 盗 ま れ

な い た め に～
植 田 和憲 56

2012/9/10 高知工業高等学校 自然エネルギー と太陽電池 角 克宏 41

2012/9/18 春野高等学校 高校生のための英語プ レゼンテーション入門 長暗 政浩 29

2012/10/11 梼原高等学校
高校生に贈る近未来への指針一日本は,世 界は,

どこを目指 しているのか一
山本 真行 10

2012/10/12 宿毛市立橋上中学校 音の世界を知ろう! 山本 真行 13

2012/10/13 香美市立片地小学校
ペ ッ トボ トル をつ か って ,Xジ ャイ ロ をつ くっ て

飛 ば して み よ う
星野 孝総 30

2012/10/15 上佐町立上佐町中学校 大学でマネジメン トを学びませんか? 桂 信太郎 34

2012/10/18 宿毛工業高等学校 家族 と住まい 吉田 晋 25

2012/10/24 安芸高等学校 将来ジェットエンジンはどんな形になるか 筒井 康賢 30

2012/10/24 安芸高等学校 花粉症 とワクチンの話 榎本 恵一 30

2012/10/24 安芸高等学校 不思議な超伝導現象:ゼ ロ抵抗 と反磁性 前田 敏彦 30

2012/10/24 安芸高等学校 ブラン ドの不思議一ブラン ドの価値を考えよう 末包 厚喜 30

2012/10/26 香美市立片地小学校 モデルロケット打ち上げ
高崎 敬雄、

山崎 和雄
30

2012/10/29 高知市立大津中学校 はやぶさ帰還観測に参加 して 山本 真行 77

2012/10/29 高知工業高等学校 君の夢は何ですか? 小林 正二 41

2012/10/30 高知農業高等学校 くす りの話 西脇 永敏 34

2012/11/7 高知商業高等学校 はやぶさ帰還観測に参加 して 山本 真行 32

2012/11/9 須崎市立上分中学校 君の夢は何ですか? 小林 正二 35

2012/11/9 高知西高等学校 電磁波ってなんだろう? 山本 真行 40

2012/11/9 高知西高等学校 糖の甘さの違いがわか りますか? 松元 信也 40

2012/11/12 高知工業高等学校 天然ダイヤモン ドと人工ダイヤモン ド 八田 章光 41

2012/11/16 高知西高等学校 ナノの世界 新田 紀子 40

2012/11/16 高知西高等学校 天然ダイヤモン ドと人工ダイヤモン ド 八田 章光 40

2012/11/16 四万十町立北の川中学校 音の世界を知ろう! 山本 真行 22

2012/11/19 高知工業高等学校 フィボナ ッチ数列 と黄金比 井上 昌昭 41

2012/11/19 高知商業高等学校 イ ノベ ー シ ョン っ てな ん だ ろ う 冨澤 治 35

2012/11/20 岡豊高等学校 はやぶさ帰還観測に参加 して 山本 真行 46

2012/11/29 嶺北高等学校 原子力と放射線 八田 章光 36

2012/12/13 高知工業高等学校 宇宙技術で地球を測る 高木 方隆 41

2012/12/13 高知工業高等学校 仕事って何だろう? 高木 方隆 40

2012/12/14 土佐町立土佐町中学校 エネルギー と地球環境 八田 章光 34

2012/12/17 高知工業高等学校 くす りの話 西脇 永敏 40
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資料2

商業科 目 ・マーケテ ィングにお ける取 り組 み

～ マ ー ケ テ ィ ン グ の 力 ～

メデ ィア ク リエ ー ト科

宮地勝利 濱田啓太 正岡嗣紹 大井夕香里 濱田美歩

高知 県 立伊 野 商 業 高 等 学校

781-2110高 知 県 吾川 郡 い の町332-1

E-mail:inosho-h@kochinet.ed.jp

要約:商 業科 目 ・マー ケテ ィングの授 業において、実践型 の研 究 を行 うとともに、地域 の企業 と連携 し、地

元に根 ざ した商品 開発 を行 った。実際 に商 品を開発す ることに よって、生の流通方法や原価計算 、販売促進

な どのマー ケテ ィング手法 を体験す る とともに、 ものづ く りの大切 さや商品 に対す る地域 の人 たちの想 いを

理解 す るこ とや 、協力 を得 るこ とができた。

1.総 合 実 践 ・マ ー ケ テ ィ ン グ選 択

高知県立伊野商業高等学校は、県立高唯一の商

業高校であ り、現在、メディアクリエー ト科、ビ

ジネス会計科、デザイン科、国際観光科、情報ビ

ジネス科の5つ の学科がそれぞれの特色を生か し

た実践的な授業や活動を行っている。卒業を前に

商業の勉強を基本か ら学び実践したいと考え、総

合実践の授業でマーケティングを選択 した。

2.市 場 調 査(交 通 量 ・商 品 陳 列)

マーケテ ィングにおけ る商品の流れ をつかむ こ

とを目的に全員 でブ レイ ンス トー ミングを行い、2

つの調査 を実施 した。国道33号 線 サニーア クシス

伊野店前で計数 カウンター を用いて交通量の調査

を行 った。 結果は、1時 間当た り約600台 、一 日

約1万5千 台、年 間500万 台の交通量があ ること

が判 明 した。同 じくサニーア クシス伊 野店内 にて

商品の陳列状況 を調査 した。 さま ざまな レイア ウ

トが あることや売れ筋商品や 目玉商品 を中心 に陳

列 されてい ることが判明した。

2つ の調査結果から魅力ある商品や催 しが人の

流れを作っていると推測 した。
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3.商 品 研 究

魅 力的な商品 とは どの よ うな ものか?イ ンター

ネ ッ トや雑誌、実際 に各商店な どを回 り、独 自に

商品研 究 を行った。時間はかかったが調査の結果、

高知県には一次産品 を中心 とす る商品が多い こ と

が判 明、またその商品が県外や国外 を中心に輸 出

されてい ることが判明 した。

4.企 業 訪 問

商品研 究で ピ ソクア ソプ した企業を訪問 し商品

に関す ることを取材 した。高知アイスでは。 地元

の素材 を使 うことの大切 さやWINWINの 関係に

ついてのお話 を聞 くことがで きた。 また シフォン

ケー キのジ ョエル では商品に対す るこだわ りや売

り手 買い手双方の利 益について考 えさせ られた。

ミレー ビスケ ッ トで有名な野村 煎豆加 工店で は、

商品 に対す る想 いや商品の生まれた歴 史や背景 に

ついての話 を聞 くと ともに、商いの難 しさや楽 し

さについての話 を聞 くことがで きた。

3社 のイ ンタビュー を行 うことで、魅 力あ る商

品は企業の情熱 と継続 的な努 力でで きてい るこ と

が分かった。

＼

N
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5.商 品 開 発

各企業のイ ンタビューで刺激 を受けた私た ちは、

自分た ちの オ リジナル商品の開発 を発案 した。想

いやア イデ ィア を込 めた商品 を育て、流通 させ る

ことでマーケテ ィングの流れ をつかむ と ともに、

企業が どの よ うに商品 を開発 してい るのか を感 じ

よ うと した。

何時間 も案 を出 しては、素材 を探 し、試 作 を繰

り返 し、開発す る商品 を 「ミレー ビスケ ッ トアイ

ス」 に決定 した。 何度 も高知アイス と野村煎豆加

工店 との打 ち合わせ を繰 り返 し、商品の ラベルデ

ザイ ンな どの考案 を行い、つい に完成!ミ レー ビ

スケ ッ トアイ ス!!ク ラッシュタイプの ミレー ビ

スケ ッ トと高知アイスの塩 バニ ラが見事 にコラボ

レー シ ョン!表 面 に ミレー ビス ケッ トをそっ と飾

った ら、 どこにもない伊 野商オ リジナルアイス を

開発 す ることがで きた。

6.販 売 実 習

伊 野商デパー ト(文 化 祭)に て、実際に販 売 を

行 った。今 回はテ ス ト販売 のため、単価 を@¥120

に設 定 し、売れ行 き と購入者 の意見 を聞 くことを

中心 に活動 を行った。結果、220個 のアイスが飛

ぶ よ うに売れ、見事完売 した!販 売 と同時に商品

に関す るア ンケー トも実施 す ることがで きた。

今 後は、ミ レーの商標使 用許 可 を取 る とともに、

県内のスーパーや道の駅での継続 販売 を計画 して

い る。また オ リジナル商品第2弾 「完熟 とま とシ

フォ ン」の計画 を進めてい る。

望

7.販 売 促 進(CM作 成)

今 回の企 業訪 問で、商品の販 売促進 の難 しさや

宣伝活動にお ける費用についての話 を聞 くことが

できた。 私た ちは メデ ィア ク リエー ト科の3年 生

で、映像 や情報技術 を3年 間学んでい るので、商

品開発のお礼 と して、CMを 作成 し、今後の販 売

促進 活動に生か して も らうことに した。

8.活 動 の ま と め

今回の商 品開発を通 じて、たくさんの企業そしてた

くさんの協力者 に会うことができた。まだまだ未熟 な

私たちの話をちゃんと聞いてくれ、あたたかく協 力し

てくださった方のカがあって初めて商品を開発するこ

とができた。卒業まではまだ時 間があるので、このミレ

ービスケットアイスやトマトシフォンを育て、後輩に受

け継 ぎ、伊野 町を代表する商品に育てていきたい。
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資料32012年 度 高知県産業教育高校生研究発表大会 研究発表一覧

種別 学校名 発表 グループ 内容

1 商業 山田高等学校 商姜 一ルズ
Weare商 姜 一 ル ズ ～WeLove

""

シ ンシ ャー ～

2 工業 高知工業高等学校
高知工業高等学校 機

械科
折畳み リヤカー(製 作の軌跡)

3 農業 高知農業高等学校 微生物班
解凍deパ ン 皿 ～清酒酵母を用い

た凍結パン生地の開発～

4 家庭 中村高等学校
高知県 立中村高等学校

家庭クラブ

今 私 た ちがで き る こと ～ECO意 識 改

革～

5 商業 安芸桜 ケ丘高等学校 ビジネスOA部
安芸なすPR大 作戦 ～環境保全型農業の紹

介～

6 工業 宿毛工業高等学校
宿毛工業高等学校 情報

技術科
スピーカー システムの製 作

7 看護 高知東高等学校
高知東高等学校 看護科
3年

看護 臨床 実習 を終 えて、看護 専攻科 に向け

て の課 題 ～ コ ミュニケー シ ョン能力 の習

得 に向 けての取 り組み～

8 水産 高知海洋高等学校 食品科学部
ウル メ プ ロジェ ク ト ブ ラン ド化へ の協

働 研究

9 工業 須崎工業高等学校
ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン

科3年 建築班

近隣保 育園 「遊 具(滑 り台)」 「給食展示 台」

の製作

10 商業 伊野商業高等学校
伊野 商業 高等学校 メデ

ィアクリエー ト科
総 合実践 ・マーケテ ィングの力!!

11 工業 安芸桜 ケ丘高等学校 電気 システ ムコー ス エネルギー教育に関する取 り組み

12 農業 幡多農業高等学校
ア グリサイエ ンス科養

豚班
おい しい豚肉の生産

13 家庭 高知農業高等学校 課題研究 被服班 エプ ロンシア ターで食 育

14 工業 高知東工業高等学校
高知東工業高校 情報技

術部

全 ・定 ・企 業 三者連携 プ ロジェク ト ～

相撲 ロボ ッ トを作 る～

15 商業 高知商業高等学校 高知商業高等学校
私たちの国際協力活動 ～商業高校の力を

生か して～

16 商業 大方高等学校 大方高等学校
気 仙 沼 で!!繋 が ろ う!!食 べ よ う!!

広 め よ う!!カ ツオたたきバーガー
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(Activity Report)

    Collaboration between Regional School Education 

                   and  KUT: 

           2012: Evaluation and Summary 

                       Masahiro Nagasaki* 
                                  (Received: May 7 th, 2013) 

                  Core Studies, Kochi University of Technology 
           185 Tosayamadacho-Miyanokuchi, Kami, Kochi, 782-8502, JAPAN 

                     * E-mail: nagasaki.masahiro@kochi-tech.ac.jp 

Abstract: This paper reports and evaluates the educational research projects collaboratively implemented by regional 
primary and secondary schools and Kochi University of Technology in 2012. The last several years have seen some 
improvements in collaboration between schools and KUT, and the new directions of collaborative projects is becoming 
clear. In order to make our new vision possible, it is hoped that every faculty member work together collaboratively.
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